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所報第９号 所 長 池 間 生 子

研究員検証授業 長遠順二 １月１３日（木） 神原小学校 ５年３組
テーマ 「表現する能力を育てる学習指導の工夫」～学習過程の中で「かく活動」に視点を当てた指導を通して～

単元「平行四辺形の面積」

仮説「学習過程の中で，課題を焦点化させて，問題解決の

見通しをかいたり，長方形や三角形を図示したりす

る活動を行うことによって自分の考えを言葉や数，

式，図などでかくことができるであろう。

平成22年度 沖縄県到達度調査結果の考察 中学校 平成22年度 沖縄県到達度調査結果の考察 小学校

国語 課題となる問題例と指導の重点 国語 課題となる問題例と指導の重点

国語Ａ 問二「内容を聞き取り，適切なメモをとる」 30.7％ 国語Ａ 問六「接続語を正しく使う（なぜなら）」 56.7％

国語Ｂ 問三「中心と付加の読み分けと要旨の捉え」 30.1％ 国語Ｂ 問二「目的に応じて文章を正しく読む」 31.5％

問二「展開に注意した読みと内容の理解」 32.4％ 「書く必要のある事柄の収集・選択」 40.3％

☆何のためにメモをとるのかを意識させる指導。

☆聞き手の目的によってメモの内容が変わることの理解。

☆文頭・文末表現，接続詞等の既習事項に着目させる指導。

☆文脈から読み取れる根拠を意識した指導。

☆繰り返し出てくる言葉，キーワードに着目させる指導。

☆文章の展開に即して内容を読み取る言語活動の充実。

☆形式段落単位で事実と考えを区別しながら読む指導。

☆読んだ内容や表現を活用する言語活動の工夫。

☆条件に沿って短文を書く過程を重視した指導。

☆マイノート等のノート活用を重視した指導。

数学 課題となる問題例と指導の重点 算数 課題となる問題例と指導の重点

数学Ａ 問13「円の接線を作図することができる」 19.4％ 算数Ａ 問⑭「基点が０でない場合の長さの測定」 37.7％

数学Ｂ 問３「事柄が一般的に成り立つ理由の説明」 17.7％ 算数Ｂ 問⑮「グラフ作成上の留意点の理解」 17.7％

問１「線対称且つ点対称な図形を捉える」 18.6％ 問⑨「構成要素を使った長方形の説明」 18.3％

☆作図技能ばかりでなく，手順の意味理解を重視した指導。 ☆問題場面を順序よく把握する習慣を身につけさせる指導。

☆考えたことを言葉で書き表す指導。 ☆場面を「図」に表現させる指導。

☆操作活動を取り入れる等の数学的な活動を重視した指導。 ☆子ども自身が「難しい」と感じることを取り上げる指導。

☆関連した学習内容（柱体－錐体，比例－反比例）は，それ ☆「見方・考え方」に視点をおいた内容理解の重視。

ぞれの学習後に，対比させて考える場を設定する。 ☆記述式における一行の内容を精選した「書き方」指導。

英語 課題となる問題例と指導の重点

英語 問８「文法事項がわかり，文字で正しく書く」21.2％ １月１３日（木） 「 校 長 連 絡 協 議 会 」
問６「適切な表現を自ら考える」 22.4％ 第７回校長連絡協議会において，到達度調査の結果分析資料をお配り

問４「適切な所有代名詞の選択」 30.3％ し，短い時間ではありましたが説明を行いました。

☆書く言語活動を多く取り入れ，表現の幅を広げる指導。 各教科の「度数分布」「プロフィール」「課

☆文章から得られる情報を適切に処理する力を育成する指導。 題となる問題と考察」を作成し，Desknet'sに

☆目標文の提示とふり返りの時間を設定し，ス キ ル 定着を図る。 アップしております。

☆４技能のバランスのとれた指導を繰り返し，「初歩的な英 各学校の校内研等において，資料の詳しい

語」を確実に使えるようにする。 説明が必要でしたらご連絡下さい。
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縁
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先
生
を
お
招
き
し
て
二
回
の
研
修
会
を
行
う
事
が
で
き
た
。

一
回
目
は
、
暑
い
さ
な
か
の
若
狭
公
民
館
で
模
擬
授
業
の
形

式
を
取
り
入
れ
た
講
演
会
、
二
回
目
は
、
一
回
目
の
講
演
内
容

を
実
際
に
生
徒
を
前
に
し
て
飛
び
込
み
授
業
を
行
う
と
い
う
画

期
的
な
授
業
研
究
会
と
授
業
解
説
で
あ
っ
た
。

先
生
に
は
、
空
港
か
ら
小
禄
中
学
校
へ
直
行
し
て
頂
き
二
時

半
開
始
で
四
時
四
五
分
終
了
の
予
定
の
研
修
会
で
あ
っ
た
。「
終

了
で
す
。
」
と
い
う
合
図
を
気
に
す
る
こ
と
な
く
次
々
と
出
て

く
る
質
問
や
要
望
に
快
く
対
応
し
て
下
さ
り
本
終
了
は
五
時
半

を
過
ぎ
て
い
た
。

中
学
校
の
国
語
の
教
師
を
対
象
に
行
わ
れ
た
研
修
会
で
あ
っ

た
が
、
次
の
三
項
目
は
、
全
教
科
に
共
通
す
る
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
内
容
の
一
部
で
あ
る
。

○
「
大
事
な
の
は
見
え
る
教
師
に
な
る
こ
と
」

見
え
る
教
師
と
は
、
授
業
の
全
体
が
見
え
、
教
材
が
見
え
、

生
徒
が
見
え
る
。
生
徒
の
思
考
の
流
れ
を
大
切
に
す
る
た
め
に

は
、
教
師
の
準
備
し
た
教
材
・
教
具
を
生
徒
の
立
場
で
イ
メ
ー

ジ
す
る
事
が
で
き
、
そ
し
て
そ
れ
を
生
徒
が
活
用
し
て
ど
ん
な

学
び
に
つ
な
い
で
い
く
事
が
で
き
る
の
か
が
見
え
て
い
る
事
で

す
。

○
「
ね
ら
い
は
短
く
、
授
業
は
シ
ン
プ
ル
に
、
教
師
は
余
計
な

事
は
言
わ
な
い
」

教
師
が
し
ゃ
べ
っ
て
説
明
す
れ
ば
理
解
で
き
る
と
思
う
の

は
、
教
師
の
思
い
込
み
で
教
え
た
つ
も
り
に
な
っ
て
い
る
だ
け

で
す
。

発
問
で
考
え
さ
せ
、
考
え
た
事
を
書
か
せ
、
思
考
の
後
を
残

し
、
そ
れ
を
振
り
返
る
こ
と
で
充
実
感
に
つ
な
が
り
次
の
学
習

に
つ
な
が
る
の
で
す
。
穴
埋
め
の
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
活

用
す
る
授
業
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
自
分
の
学
習
は
自
分
の
ノ
ー

ト
に
自
分
で
書
く
か
ら
自
分
の
も
の
に
な
る
の
で
す
。

○
「
評
価
と
は
」

ア
生
徒
が
ど
こ
ま
で
で
き
、
ど
こ
で
躓
い
て
い
る
の
か
を
把

握
す
る
こ
と
で
す
。

イ
学
習
者
を
励
ま
し
、
支
え
る
手
が
か
り
と
し
て
の
資
料
で

す
。

ウ
評
価
は
回
り
回
っ
て
自
分
の
指
導
力
の
評
価
な
の
で
す
。

研
修
会
終
了
後
、
内
容
を
ま
と
め
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
自
分
の
授
業
が
、
本
当
に
子
ど
も
達
の
学
び
に
つ
な
が

っ
て
い
た
だ
ろ
う
か
と
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。

授
業
を
か
え
る
て
が
か
り
に
！


